














































いてレッドシフト (上空から光球に沈降する速度)が見られている (図 2)。これらは、上空
での磁気リコネクションの結果、磁気ループの沈降を支持する結果である。
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図 1. ひので衛星による光球視線方向磁場 (左)と SOHO衛星による極紫外線画像 (右) 図





ドームレス太陽望遠鏡 Ca II 線スペクトロヘリオグラフ用CCDカメラ
の導入









ていた CCDカメラは、Ca K, H 線が位置する短波長領域の感度が低く、これを用いたス
ペクトロヘリオグラフで光量を十分に確保しつつ、1秒角を切る空間サンプリングでの観
測を行なおうとすると、1回のスキャンの所要時間が長くなってしまい、彩層の振動現象
やジェットなど、短いタイムスケールで変動する現象を捉えるのが困難であった。
そこで 2007年度、この短波長領域での感度が高く、かつフレーム読み出しレートが速
く、空間方向にも波長方向にもピクセル分解能が良いもの、という条件のもと、CCDカメ
ラの選考を行ない、ドームレス太陽望遠鏡スペクトロヘリオグラフへの導入を行なった。
このカメラの実際の仕様は以下の通りである (垂直分光器で使用時)。
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